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キャッチピース

07年4月13日、佐世保基地・赤綺岸壁に接近する米潜水艦ヒューストン（リムビース提供）

●ジョージ・ワジントンを

怒りの行動で包囲しよう！

●佐々木竹ーさんを悼む

●核兵器のない平和な世界を目指して

く 2月10日藤野町での講演から＞その4

●オキナワから トウキョウから

●オキナワの基地の一ヶ月
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ジョージ・ワシントン
を

息り研駅翡lしよう！
ー「tOBl9籠（：—
田巻 一彦

（キャッチピース運営委員）

「火災事故」の幕引き

~傘＊＊＊傘~＊＊~ぁ＊＊＊~＊傘＊~~傘

1)原子力空母が配備されることについて不安はありますか？

◇不安がない 26.3%

●不安がある 70.0%

2)原子力空母が配備されることについて、どう思われますか？

◇賛成・どちらかと言えば賛成 22.7%

♦反対・どちらかと言えば反対 70.6%

＊＊~＊~＊~あ傘＊ぁ~＊＊＊＊＊~＊ぁ~

これは、横須賀の「住民投票を成功させる会」などが6月末に市民800人余りを対象に行っだアンケートの

結果である。

原子力空母「ジョージ・ワジントン」の横須賀入港は 9月25日午前が有力とされている。

火災事故の詳細も明らかにされないまま、米海軍は艦長、副艦長を更迭したのにつづいて、 8月28日には、

乗員 6人を安全規則違反、職務怠慢などで処分したことを明らかにしだ。海軍によれば、火災は禁煙区画での

喫煙が原因で、約340リットルの潤滑泊に引火しただめと発表している。 6人の乗員の処分で、合回の火災は

一件落彗．．．というのが海軍の姿勢であり、日本政府も横須賀市長もそれを受け入れだ。

しかし、上に書いたような市民の不安は、解消されるどころか深まるばかりだ。海軍は火災による原子炉ヘ

の影響はなかっだと説明した。だがその根拠となるデータは開示されていない。火災が原子炉に直接及ばなかっ

だとしても、例えば動力や冷却水の電気系統が損傷を受けて機能不全に陥れば、それが原子炉の暴走に結びつ

く危険性があることを考えれば、このような説明で安心できるはずはない。それにもまして、市民の不安を倍

加させるのは、米軍の説明をノーチェックで鵜呑みにして安全に太鼓判を押しだ政府や市の姿勢である。

原潜の放射能漏洩でも同じ構図

原潜ヒコーストンが2年以上にわたって、放射性物質を含む冷却水を環境中の漏出しながら、日本（横須賀、

佐世保、ホワイトピーチ）に 11回も寄港を繰り替えていた事件でも、構図は全く同じである。
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8月29日、米政府が外務省に提出しだ最終報告書によれば、

1 ヒューストンが日本に寄港した際に放出された可能性がある放射能の総量は 22.8キロベクレル未満で、

「一回のX線胸部撮影で受ける量を下回る」とし、人体や環境への悪影響はない。

2 冷却水は閉じだバルプの一つガら染み出してあり、 2006年6月から合年7月まで約2年続いていた。

3 この間、ヒューストンは佐世保、沖縄、横須賀1こ計 11回寄港しだ。

4 放射能は微量のコバルトによるもので、濃度は海水に自然に存在する放射能と同程度。

米海軍は横須賀市に提供した「ファクトジート」などで、海軍原子炉の放射能を含む冷却水配管はすべて頑

丈に溶接されてあり、漏水はありえないと強調していだはすである。それがなぜ、漏水を起こしたのか？どの

部分のバルブからどのような経路で漏れだのか？放射能の総量を 22.8ベクレル未満と断定した根拠は何か？

なぜ、 06年6月に始まったと断定できるのかー．余りに多くのデータが開示されないままでの説明である。

はっきりしていることは、海軍が「ありえない」と言っていだことが実際に起こり、それを海軍は 2年以上

も隠蔽していだ（あそらく外務省と結託して）という事実である。このようなことを許す「主権国家」がどこ

にあるのか？地方自治体の長がどこにいるのか？

長崎県や沖縄の自治体は、原潜入港を拒否すると明らかにしている。横須賀市が母港を拒否しない理由はど

こにあるのだろうガ？

「その日」は横須賀1こ！

ジョージ・ワジントンを拒否する市民の声を明らかにするだめ、横須賀では入港抗議行動の準備が進められ

ている。ョコスカ平和船団は海上デモや乗組員・兵士への呼びかけ、陸上からの監視行動を予定。市内でのデ

モも計画されている。

9月25日は横須賀へ。

駆けつけられない人は、カンパや激励のメッセージを！

問い合わせは下記へ：

● 原子力空母の横須賀母港問題を考える市民の会

TEL046-827-2713 

FAX046-827-2731 

● 非核市民宣言運動ヨコスカ

TEL/FAX 046-825-0157 

(8月29日記）

月刊キャッチピース

（たまきかずひこ）
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佐々木竹ーさんを悼あ l 「平冒ロニ：：ロニ~二員会I 
長崎の原水禁大会から帰った直後に、旧くからの読者である新聞記者のHさんから届いだ手紙

にこの新聞記事は同封されていだ。

佐々木竹ーさんは、「キャッチピース」の前身である「反トマホーク全国運動」が始ま

るずっと以前から佐世保基地に張り付いて軍艦の動きに目をこらしてきた、元

祖「基地監視人」と呼ぶべき存在だっだ。忘れられないエピソードがある。私が当時勤めていだ

東京の役所で、外回りから帰ってきだ私に、同僚が、「わけがわからん電話がきだ」と、こんな

伝言メモを渡してくれた。「原潜00、ロサンゼルス級、本日午後0時佐世保入港。佐々木」。佐

世保で何かがあると必ず事務所に連絡をくれだ。「全国運動」での申し合わせのひとつだっだ。

当時はメールなどという便利なものはなかっだ。職場への電話は早く知らせねばという一途な気

持ちの表れだっだのだと、合でも思う。

もう一つのエピソード。

88年か89年に長崎で開いだ「全国会議」の議題の一つは、組織名称の変更であった。
88年に横須賀1こトマホーク艦が母港化され、運動を取り巻く環境も変わり、参加

する人たちの問題意識も「トマホーク」だけで括れないように広がっていたことを踏まえての議

舗だった。強硬iこ反対しだのが佐々木さんだっだ。「全トマ（と佐々木さんは呼んだ）で何が悪い。

戦いはこれかじゃないのか」。その迫力に気圧されて、名称変更は持ち越しになった。

90年に佐々木さんが倒れられて、そのしばらく後に、今度は「キャッチピース」に名を変えて

の全国会議が佐世保で開かれだ。私は家庭の事情で参加できなかっだが、有志であ見舞いにいっ

だときも、あの

笑顔で迎えてく

れたと聞いてい

る。

地域：：
いて、基地にこ

だわって、佐世

保の反基地運動

は合も続いてい

る。そして、私

たちもあの頃に

佐々木さんに教

えてもらっだ

「志」を胸に、活

動を続けている。

佐々木さん、あ

りがとうござい

ました。ゆっく

りとあ休みくだ

さい。 合掌
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毎日新聞 2008年8月6日

簾異匿のない皐蒻な置＂を国信して
-21置紐は市昆の力で閏題を鰯澳できる欝代ー

その4

＇ 広島市長

被爆体験を未来に伝えるだめに

秋

で、そのなかで特に平和の閑題について、都市が立

ち上がるうえでは何が問題かと言えば、国という存在

は非常に人口的な存在であるのに対し、人間の歴史を

見ると、やはり一番近いのは地域、せいぜい広げて都

市、これが人間にとって一番自然な政治的なまとまり

だということです。

都市はそこに暮らす人々（皆さん）と苦楽を共にし

ている。国は口先ではそういうことを言っても、実際

には苦楽を共にしていない。それは人類の歴史を見れ

ば分かることです。

都市の歴史のなかには、かならず悲劇がありま

す。グルニカ、これはスペインの都市ですが、ここは

1937年に航空機による大規模な無差別爆撃がはじめ

て行われましだ。合でも、この都市の人達はそのこと

を憶えています。二度とこんなことを起こしてはなら

ないんだ、と言っています。

葉 忠 利

去年、七0周年記

念でゲルニカの人達

はゲルニカ平和宣言

を出しました。ゲル

ニカ平和宣言とは何

かというと、こうい

うことを二度と起こ

ュゞ

公演中の秋葉忠利広島市長

さないために、国際政治に原理を復活させよう、そう

いう呼びかけです。

それからイーベルという都市があります。第一次大

戦でドイツがはじめて毒ガス兵器を使っだ都市です。

都市全体が通常の爆撃で壊滅的な打撃を受けましだ。

が、その後、爆撃を受ける前の都市をそのまま再建し

ている。そして、もう一つ有名なのは、第一次大戦で

亡くなった死没者の慰霊の式を毎晩行っているんです

ね。広島は年1こ一度ちゃんとしだ式典を行っています

が、イーベルでは毎晩、慰霊の式典を行っている。そ

れもやはりこんな悲劇を二度と起こしてはいけないと

いうことでやっている。

アウジコビッツは、皆さんご存知だと思います。

佐世保版
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都市は嘘をつけない て武力は独占手段だということです。都市が他の都市

市民の生命、財産、福祉に直接の責任をもっ、これ との問題を抱えたときに、すぐに載争をしようなどと

は都市の役割で、われわれは本当に真剣にこのことを は考えられない。まず話し合いをしよう、話し合いを

老えていますし、市民に＿番近い政治的な存在として して協力関係をつくって問題を解決しようします。で

国や世界に皆さんの声を代弁するということも行って も、国家はそうではない。何かあると、すぐこ武力で

います。それから、都市は市民との信頼関係が強い、 脅すことを考える。国益がかかっているということで

これは事実をもとにしだ関係でしか都市は市民と繋 そうなる訳です。で、都市同士の場合だと、協力関係

がっていないといことです。 をつくろうなんてナイーブだとかなんとか言いますけ

ゴミがよい例です。「ゴミ集めが合朝来るはずだっ ど、全然逆なんです。都市が武力を使わず協力関係を

だのにまだ残っている」との電話をもらっだときに、 求めて、バートナーという形でさまざまな問題を解決

そのような苦楕は市長のところに直接は来ませんが、 しようとするその手法、これまでの経験を国際政治の

もし仮に私がそれを聞いても、「いや、そんなはずは 場でも活かすべきなのです。

ないですよ」とは言えない。これはちゃんと調べて、 そのだめに都市は力を発揮できます。何をやっだら

事実をもとにして、まだ収集されていなければ集める、 いいかということを示せる時代になっています。そし

それが都市のありかだです。 て、それはしなくてはいけないことなのです。その一

しかし、国は平気で嘘をつきます。一つだけ例を申 番基礎にあるものは、敵対関係として、あるいは武力

し上げると、イラクには大量殺翫兵器がある、と平気 をもとにした威嚇だとか、支配・被支配というような

で嘘をついだ人はだくさんいます。しかし、実際には 関係でもって問題を解決しようとしだ結果、大変大き

大量殺翫兵器はなかっだ。そのことで別に「アイツは な悲劇、悲しみや苦しみを都市が味わってきたという

嘘つきだ」と言われることは全然ない。皆さんが「嘘 ことです。同じ悲劇を二度と繰り返してはいけない、

つき！」と言わないのには、国家というものは嘘をつ そのためには互いにパートナーとして（話し合い協力

く存在だと分かっている、そんな事情があります。す して）問題を解決していこう、二度と同じ悲劇を起こ

みません、これは言い過ぎかもしれませんが、都市で すまいという決意が、都市のDNAのなかには含まれ

はそうはいきません。 ています。

いや、なかには悪いことをする市長も例外的にいま

すが．．．。都市というのは構造的に、市民と事実をもと

動こうということをしています。 それだけ平和市長会議の活動を重視しているとの意昧

私達の活動が本当に実質的に実を結ぶであろう、そ があります。

のことを示すのが2020ピジョンキャンベーン協会の 合年から日本の都市にも加盟してもらっています

設立です。 が、日本国内には日本非核宣言自治体協議会という

平和市長会議は 1982年につくられたのですが、実 組織がありまして、これは長崎市が会長を務め、国内

はその活動費改広島市と長崎市が全額負担していまし の活動をやっています。平和市長会議は海外の活動を

だ。まだ加盟都市が少ないうちはそれで済んだのです やっていますが、このように二つに分けてやっていて

が、合では加盟都市が2000以上になりましだから、 事が済む時代ではもはやありません。環境も整ったと

ちょっとコミュニケージョンするだけでもすごくあ金 いうことで、平和市長会議1こどんどん参加してくださ

がかかるようになりましだ。そこで世界中の都市が、 いと国内の都市に合あ願いしています。平和市長会議

「いや、自分達もあ金を出すガらがんばろう」と言っ で一緒に活動しましょうと要請し始めたところです。

てくれているんです。

2020ピジョンキャンペーン協会

それを出しましょうと言ってくれて、そういう都市が

どんどん増えていますが、 2020ビジョンキャンペー

昨日は山形県の天童市に行ってきました。天童市の

ほうでもこういう動きを察知して、自分達も加盟する

から、できたら日本の都市で広島、長崎に次いで第三
ベルギーの都市は、もうすでにあ金を集めてくれま

番目の加盟都市になりたいと言っています。相模原市
しだ。つい先週ですけども、スイスのジュネープが自

もぜひがんばってください。日本の都市が先頭をきっ
分のところも払いますと言ってくれだ。寄付を集めて

て、 2020年までの核兵器廃絶をぜひ実現しだいと

思っています。

平和市長会議の活動

fこした信頼関係をつくらざるをえない存在なのです。
平和市長会議はいろいろな活動をしていますが、合

ですから、その信頼に立った関係をもとにして、さま
は第二期で、「都市を攻謡目標1こするな」プロジェク

トに取り組んでいます。で、三期目、今年の五月には
ざなな都市間の関係もできていくわけです。

都市は武力をもだない

広島・長崎議定書というものを発表します。これは

2020年までに核兵器を廃絶するまでの道筋を世界に

もう一つ、都市は武力をもちません。これはマック 示す文書になります。来年の十月の国連総会で採択し

ス・ウェーバーが言っていることですが、国家にとっ てもらうだめに、われわれとしてはこれから積極的に
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ン協会というのは実は、つぎのようないきさつででき 生きているうちに…

ました。 ところで、 2020年と言うと、もうすくそこですね。

ベルギーがいち早くあ金を集めてくれた。それは使 それまでに本当に核廃絶ができるのか、皆さんのなか

わなきゃいけない。使うときに、誰がどんな形でその にも疑問に思っている万がいるかもしれませんが、こ

あ金を受けるのかを考えましだ。ベルギーの法律で老 れをに対する被爆者の反応をまず申し上げます。どち

えると、広島市がそのあ金を受けるというのも法律違 らかというとジニカルな人、自分は現実がよく分かっ

反になる。新しい組織をつくり、集まったあ金をそこ ているよと自認する人は、 2020年までにはとてもで

で寄付受け入れして使うという形でないとベルギーの きないということを言います。が、被爆者の皆さんの

法律ではダメだということでしだ。そこでできたのが 反応はそうではありません。 2020年では遠すぎる、

2020ビジョンキャンペーン協会というわけです。 長すぎる、もっと早く計画を立ててやりなさい、と言っ

ですから、習通はこういう組織をつくるときは、ま ています。どういうことかと言うと、 2020年まで自

ず組織をつくり、それからあ金を集めるですが、合回 分が生きていられるかどうか分からない、生きている

はまずあ金が先に集まっているので、その受け皿とし 間にぜひ実現してほしいんだ、ということです。

て組織を後につくりましだ。これには、世界の都市が で、国際政治というものについては現実派だ、自分
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は何もやらないけど、あ前達にそんなことできないよ が、賛成しだのが 169カ国です。反対は3カ国、ア

と言う人達の声を重んじるか、それとも被爆者の和解 メリカ、北朝鮮、インドです。このメンバーが反対す

の哲学をなんとしても実現してしまうのかどちらを る理由はだいだいあ分かりでしょ。それ以外の国は棄

選択するかは明らかです。核廃絶はかならず実現する 権です。アメリカに気兼ねしているんですけど、圧倒

だろう、そこには数字的な基礎もあります。 的多懃の国が決議案に賛成しているんです。アメリカ

核廃絶実現の可能性

世界の国連加盟国は 196カ国、まあ 190として、

多めに 200としてもいいですが、 NPT（核拡散防止条

約）に署名しているなかで、核兵器をもっていない国 2020年までの核兵器廃絶は、簡単と言ったら語弊

で、これからももちませんよと約束している国が 184 がありますが、可能性は非常に大きい、それを実現す

カ国です。 190のうち 184は、これガらも核兵器は るためには私達ひとり＿人が、この問題は国にまかせ

もたないよ、と言っているんです。それから、非核自 てあけばいい、国際問題に対して私違ひとリ一人が口

治体条約ー自分の国は核兵器をもちませんよ、核兵器 を出すことはないと考えるのではなく、人類の滅亡を

で攻撃するのをやめてくださいという条約で、これは 防ぐだめの防波堤、そこに穴が開いていだら、それを

核保有国も紹めている一を具体的に結んでいる国は 見つけた人は行動しなければダメなんです。行動する

110カ国です。

の世論調査でも、六割か7割の人は核兵器をもだな

いということに大黄成しています。

ひとり一人の力で

こと、皆さんがその意識をもつこと、その輪を広げる

さらにもう一つ、いろいろ問題はありますが、日本 ことで、かならず実現することができると思います。

政府はまじめに毎年、核兵器を廃絶しましょうという

決議案を国連で出しています。もっと積極的な決議案 ぜひ皆さんにも、広島、長崎、そして被爆者の皆さ

にしようとの声もありますが、そもそも出てくること んと一緒になって行動していただければ、とてもあり

自体褒めるべきでしょう。で、その日本が出す核廃絶 がだく思います。

の決議案ですけども、これは一昨年か去年の数字です （完）

講演の録音状態があまりよくなく、雑音等で聞き取れない部分があり

ました。論旨全体に影響がない範囲で適当な語句を補充せていだだきま

しだ。また、同一語句の重複や主部と述部との不適合については、読み

やすくなるよう修正せていただきましだ。
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嘉納基地の戟闘機FA18ホーネット（リムビース提供）

「あ盆」に考える 【Thosewho lie about the past are preparing to 

合年のあ盆は、 8月13日から 15日ということで repeat it （過去について嘘をついている連中は、そ

琉球暦といわゆる月遅れのあ盆とがびったり合うとい れを繰り返す準備をしている）】戦争、住民虐殺、そ

う珍しいことになりました。あ盆休みのない労働組合 して強制集団死の強制についての教科書の改ざんと嘘

の専従なので、いつもは満員電車の佐倉市から京成日 をついている日本政府は、それを繰り返す準備をして

暮里までの通勤特急には空席があり、楽々座っての三 いるという告発なのです。その戦争への道こそ日米両

日間を過ごしました。その珍しさについて詳しく調べ 政府が合意しだ日米軍事再編であり、 2014年までの

だわけではないのですが、ネット楕報では、前回が ロードマップに他ならないということです。だからこ

1943年、次回が2019年ということですから私が覚 そ、辺野古の新基地建設を造らせてはいけない、憲法

えていないのは当たり前でした。しかし、前回沖縄と 9条改悪を許さないなどの闘いを、ご先祖への祈りと

日本のあ盆が同じになり、ご先祖様への祈りが一緒に 共に、子や孫の時代に平和をつなぐために命がけで取

されていたのガ載時中だったというのは、何か嫌な予 り組んでいるということでしょう。

感を覚えます。つまり、合回を挟んで前回と次回が戦 ウンケー（あ盆初日）を乱す米軍

時中となりガねないということです。 そのあ盆の初日は、ウンケーといってご先祖さまだ

このとこが杞憂に終わればいいのですが、昨年の教 ちを自宅の仏躊にあ迎えする日です。島中が厳粛な雰

科書問題で 11万人が結集した沖縄の大集会で、元海 囲気に包まれるその日に、合に始まったことではない

兵隊で平和政治学者のダグラス・ラミスさんの持って のですが、米軍の横暴勝手な軍事行動が繰り広げられ

いたポードに書かれていた言葉が思い出されます。 たのです。それが許せないのは、合から 4年前、大
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型米軍ヘリが沖縄国際大学構内に炎上墜落した記憶が 静寂、安寧を脅かし、生命すらも賛かす飛行は認め

甦る日ということで、航空概騒音規制措置の「地域社 られない」と、隣接する普天間基地の閉鎖と離発善

会に特に意義のある日」として、日米で合意し米軍も する米軍概の一切の飛行停止を求める声明文を発表

訓練を少なくしてきていたからです。 しましだ。そして、大学上空を飛行する米軍機に抗

その日の午前、宜野溜市の米軍普天間飛行場では、 議の意志を表すだめ以前米軍ヘリが墜落しだだめに

KC130空中給油機やCH46Eヘリなどが頻繁に飛行 建て替えた本館屋上に「NOFLY ZONE」（飛行禁止

を繰り返し、午前知心--四塁疇響m声疇疇呟 区域）の文字をベイントし、宜野湾市役所屋上と同様

10時半ごろには

AH1ヘリ 2機が滑

走路中央でホバリ

ングやタッチアン

ドゴー訓練を繰り

返すなど周辺住民

は、戦場のような

騒音に巻き込まれ

ました。

伊波洋一宜野溜

市長は「米軍が住

民のことを考えて

の文字と共に常時表示し続けるということです。

原潜コロンプス、ホワイトビーチ入港

一万、その同じ午前9時すぎには、米海軍の警備

艇と中城海上保安部の特殊警備救難艇「かつれん」、

巡視艇「ゆうな」が見守る中、米海軍のロサンゼル

ス級原子力潜水艦コロンプス（6,082トン）がうるま

市勝連平敷屋の米軍ホワイトピーチに接岸しました。

実は、同型のヒューストンが約2年間にわた0）原

子炉から放射性物質を含む冷却水ガ漏れていだと 7

日に発覺しだばか）で、それ以降初めての寄港でし

だ。それも地元の知念恒男うるま市長や同市議会が

8年と 1581日目
いないことを示し (08/8/;6、辺野古浜通信より） 寄港中止を求めている中での寄港だったのです。

ている。日米で合意されだことも守らない。抜本的解 原潜のホワイトピーチヘの寄港は、合年に入って

決策としては普天間の運用停止しかない。訓練を分散 27回目でこの時期で既に年間最多寄港数を更新、復

移転して運用停止をすべきだ」と述べ、宜野溜区自治 帰後305回となっています。まだ、ヒューストンの

会の仲村渭自治会長は「先祖の霊を受け入れる大切な 放射能漏れ発覚以来、国内では同型のラ・ホやが長崎

『ウンクー』の日に朝から騒音がやまない。沖国大に 県の佐世保基地に入港しだのと合わせて考えると沖縄

ヘリが墜落して 4年。地元に配慮するという考えが や巳本海域にあける米海軍の軍事作戦の激化は、米軍

ないのではないか」と怒り、上大謝名自治会の津波古 全体に何らかの緊急作戦が発動されている一貫ではな

良一会長は、普天間爆音訴訟判決やケピン・メア在沖 いかと思ってしまいます。

米総領事の発言に触れ「（米軍の訓練は）飛行差し止 というのは、やはり同じ時期にキャンプジュワブの

めを命じない判決とメア総領事の考え方の表れ」とや 海兵隊も 12日位からこの期間中、連日上陸演習を繰

り場のない怒りを表現していだそうです。まだ、沖縄 り返していたということだからです。ちょうど北京オ

国際大学の塞川盛武学長は前日の午前、「いかなる国 リンピックの開催に合わせて、東ジナ海から太平洋海

際政治論、安全保障誦で飛行を正当化しても、大学の 域にかけて中国の潜水艦をはじめとする海軍強化への
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抑止作戦という面と開会式に合わせだかのようにグル しかも自国民を犠牲にしても米国の利益に沿うような

ジアとロジアの軍事衝突が勃発しだことも無関係では 国家政策がいつから始まり、今後どこまで続くのか。

ないと思います。合までも海外で何らかの紛争が起 この閑いへの回答を出さない限り、沖縄はまさに米軍

こった時には、真っ先に沖縄の米軍基地が戦時体制に が望んでやまなかった人間のいない太平洋の要石にさ

豹変するということが何度もあっだからです。 れかねないと思っています。

日本政府のあいもかわらぬ無策 通勤途上の読書から

そうしだ沖縄の現実に対する日本政府の変わらない これまでも私は、その問いへの回答を探して、旅の

無為無策ぷりも楕けない限りです。 4年前のヘリコプ 途中や通勤の電車、そして仕事の合間にいろいろな本

ター墜落事故の時に、当時の小泉首相が夏休みで何ら を読んできましだ。そして、 8月に入る直前に相次い

緊急の対策を指示しなかっだだけでなく、中央マスコ で読んだ本によって、私の考えが決して突拍子のない

ミ新聞の一面は、オリンビックの金メダル報道だった ことではなく、ましてや陰謀めいた作り誌ではないと

ということをしっかりと資えています。 いう確証を得る事が出来ました。まず最初に読んだの

そして、合年の夏も北京オリンピックの報道の嵐の が、最近私が一番注目している副島隆彦の「仕組まれ

下に埋もれるように沖縄の御万人の怒りと抗議がかき だ昭和史」。そして「昭和を点検するーなぜ、無謀な

消されてしまっているのです。それは合回の原潜の件 載争に突入していったのガ」保阪正康と半藤一利の対

でも射性物質を含んだ冷却水を漏らしていだ原子力潜 談。同じく保阪正康と広瀬順皓の「昭和史の一級資料

水艦ヒューストンについて、県の上原昭知事公室長が を読む」。そして、高橋五郎の「天皇の金塊」と浜田

「原因究8月と再発防止策の対応が明らかにされない限 政彦の「神々の軍隊vs国際金融資本の超暗闘」。そし

うした日米癒着、対米従属の根源がどこにあるのか、 て、いよいよ運命の出会いのような本が、鬼塚英昭著

ホワイトビーチに入港した原潜コロンプス(08/8/13、リムビース提供）
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「原爆の秘密（国内編）昭和天皇a知っていだ」でしだ。

夜事務所に戻って、私の机の上に置いてあっだその表 原水禁の長崎大会で

紙を見ただけで不思議な感慨1ことらわれましだ。 合年の原水禁の長崎大会に出席する時までにその二

これで、私が考えていだ密約が証明されるのかと思 冊の本を読んでいだので、合までの怒りや悲しみの感

い、帰りの電車、自宅に戻ってから、そして翌日午前 情とは全く違う次元の深さにかられて諸行動に参加し

中の時間を使って一気に読み終えましだ。まさに期待 ましだ。冒頭に書いだラミスさんの警告にあるように、

しだとありの内容でしだ。しかも、彼が傍証として引 過去の日米支配層への心の底からの怒・）と共に未来の

用している文は、すべて合までに公表されているもの 核戦争を阻止するだめに全身全霊を尽くさなければな

ばかりで、当事者の証言、当時発表されなかった原稿 らないという決意でしだ。

を遺族が公表しだもの、米国政府関係の公式文書、そ その原水禁大会では、キッジ‘ノジャー、ペリー、ジュ

の他数多くの関連文書です。それらを引用しての結論 ルツ、ナン他が去年から合年にかけて「核のない世界」

が、昭和天皇を中心にした支配薩が戦後の米国の支配 への声明を二回も出したと前向きに評価されていだの

層との共同意思に基づく密約合意によって、原爆投下 ですが、私は彼らのアリバイ作りのような気がして逆

を容認しただけでなく、大量虐殺をも黙忌し、被害者 に危険が迫っているという気がしてなりませんでし

の救済措置も取らなかったということを明らかにして だ。つまり、使用可能な小型核爆弾が製造されだ結果、

いるのです。その歴史的事実が、誰も責任を問われる それまでの核抑止力を無力化して逆に危険が高まって

ことなく一切明らかにされない中で、合日も彼らの支 いるからこそ，核のない世界へといっているに過ぎな

配が続いているのです。 いとすれば、 9,11テロと同じく核テロを煽っている

つまり、天皇中心の支配層と国際金融資本、原子力 とも取れるのではないかと思うのです。

ピジネスで超え太ってきだ（巳本に原発54基設置し、 大会終了後、一人で浦上天主堂周辺を歩き、永井隆

再処理工場稼動、高速増殆炉もんじゅの事故、温暖化 氏の如己堂と記念館にも2年ぷりに寄りましだ。そ

対策として原発増設などなど）連中が日本人を対象に こでは、生誕 100周年ということで展示内容とピデ

して大量殺翫と人体実験のだめに原爆を投下しだとい オが特集されていだのですが、そこには最愛の緑さん

うことです。そして、これからも人間の命よりも金の が亡くなった傍に落ちていだ□ザリオが展示されてい
だめなら何でもやりかねないという冷厳な事実への警 たのです。ジョックだったのは、本で読んでいだ印象

鐘が鬼塚氏の怒りの告発と共に伝わってくると同時 とは這ってとても小さかったのとそれに絡まっている

に、原爆症の認定を硬く閉ざしてきた政府、厚労省の のが真赤なサ‘ノゴだということをはじめて知っだので

姿勢となって今日まで一貫して続いていることを思い す。

起こさせてくれましだ。 そして、何よりも嬉しかっだことは、「いとし子へ」

国外編も同時に出版されていて、国際的な核兵器ビ 他に書かれている誠一さんと茅乃さんだちが永井氏の

ジネスに群がる資本主導で開発が行われだことが暴露 後をついでしっかりと生きていることでしだ。しかし

されています。 一方で、驚いたのは、その記念館の中に、何と吉田茂

の表彰状と昭和天皇が永井氏をあ見舞いしている写真
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が飾ってあっだことです。この二人こそ、鬼塚氏の指 れた。政治家、文化人が上部団体の言いなりになり、

摘しだ日本側の原爆投下を影で承認し、日本人には知 沖縄側からの正当な要求を自粛し、自主規制し、無理

らせないで多くの犠牲者が生まれるように仕組んだ張 して標準（語）的に翻訳し、被害者意識と不平不満ば

本人たちで、永井氏が死んだ後も、その責任を問われ かりにとらわれ、意識するしないにかかわらず結果と

ることなく政治の頂点で、戦後の日本を米国の従属国 して問題の本質をはぐらかし、本音と建前をすり替え、

として売り渡し続けて長生きしだ張本人だっだので 物事の理想に背を向けてしまうまでに堕落してしまっ

す。 た。一体、ここは何処か？我々は誰か？

その点では、永井氏のキリスト教信者としての徹底 近年、沖縄は 20世紀の古典的な楢民地に回帰しつ

した優しさと全ては神の意思に拠っているという信念 つある。復帰後35年も歳月が流れだ。最早、反復帰

を、戦後の美談として原爆の真実を隠蔽するために逆 論など過去の古い講論にいつまでもとらわれている場

用しだ連中がいだということは、その悪魔的な策謀lこ 合ではない。かつて明治の「琉球処分」の頃、「宗主

怒りが爆発しそうでしだ。

歴史の真実を掘L）起こして

国清朝」が腐敗し、ついに崩壊した時代と似て、合や「宗

王国巳本」は数々の犯罪、汚職がI~びこり、官僚王義

こうした歴史の嘘と改ざんによって塗り固められ が横行し、国家の品格すらなく、すでに崩壊の道を転

だ歴史の真実を掘り起

こし、未来への構想力

を育てている仲間だち

がいます。 1995年の

少女の怒りの告発を受

けて、「うるまねしあ」

という琉球の自立・独

立誦争誌を発行し続け

いている彼らが、いよ

いよ来年が薩摩侵略

400年、明治の琉球処

分から 130年という節

目を前にして、次のよ

うな編集万針を打ち出

しました。

「復帰後、あらゆる

政党、団体がヤマトに

系列化され、暴力団さ

え広域組織に系列化さ

月刊キャッチピース

普天間上空、米軍ヘリのl.:tみ出し飛行(08/7/8、リムピース提供）
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がりはじめている。時代は新しい形に姿を変えながら

元に戻1）つつあるのだ。

あ互い、もういいかげん目を覚まそうじゃないか。

一体、ここは何処か？我々は誰か？

合日、これからの沖縄の未来を左右する最も大きな

問題・課題は「道州制」であろう。これを「第匹の流

球処分」にしてしまうのか、それとも「琉球独立のス

テップ」にしていくのか。やがてその決定を迫られる

時期がやってくる。その時期を避けて通ることは誰！こ

もできない。その時は確実にやってくるのだ。

（中略） そして、「現実」がやってきたら、様々

な密約、不正、不備が鳴出、農露されだ。が、それで

も結局「現実」は変わらず合日まで続き、沖縄は国内

桓民地状態がさらに進行している。あの過ちを再び繰

り返してはならない。（後略）」

敗戦記念日に

戦後63年目の敗載記念日に、千鳥ヶ淵戦没者墓苑

の平和フォーラム主催の平和集会に参加しましだ。平

和フォーラムの役員の皆さんは、この7月の横須賀

全国集会に始まり、 8月の広島、長崎の原水禁大会と

休あまもなく全国を走i）回っている感じで、とにかく

頭が下がるほど頑張っています。

その平和フォ＿ラムの集会は、江橋代表、民王党の

小沢代表のメッセージを衆議院議員の川内代議士が代

読し、社民党の福島党首が平和の誓いを述べ、産別代

表からの献花と続きました。ここ数年間は、年々千

鳥ヶ淵への一般の参拝者と右翼が増えてきている感じ

です。それにしても、靖国神社周辺の雑踏は、明らか

に日本国民の多くが天皇靖国、侵略戦争、沖縄、広島、

長崎から敗戦という歴史について全く戦前一載中ー戦

後を貫く価値観の中に埋没し、マインドコントロール

されていることを表していると思います。

14 

このことに関連して、 8月22日の朝日新聞朝刊の

93歳になる「あのだけじ」さんへのインタビューは

すばらしい記事でしだ。大見出しは「人は違っている

から分かり合える」というわざとピントをはずしたも

のにしてあったのですが、その内容は「歴史の真実と

平和のだめに 365巳闘う決意」を語り、「私は、朝日

を退社以来、戟争をなくすことに命を懸けてきた。平

和運動だ、抗議集会だと何干回もやっだけど、一度

も戦争をだくらむ勢力に有効な打撃を与えられなかっ

だ。軍需産業は成長しているじゃないの。」「戦争は、

（中略） 根底にあるのは、人工的に起こす

消費。これなんだ。作って売ってもうける。そこにあ

る欲望が、載争に拍車をかけてきだ。」「確認してあガ

なければならんことは戦争はやめられるということ。

（中略）それを言いたくて、ついあっきい声になるわ

けだ。」と締めくくられている記事です。最近評判の

悪い朝日新聞でも、時にはこうしだすばらしい記事が

出ることがあります。

是非とも全文を読んでほしいのと、朝日新聞に激励

の働きかけをしてほしいと思います。

最後に、核戦争への道をあきらめない連中が、とう

とう横須賀に原子力空母ジョージワジントンを母港化

する日が近づいてきましだ。当初は、 8月19日だっ

たのですが、船内火災によって遅れていたのです。そ

の入港日が9月25日と報道されましだ。その日に向

けて横須賀一神奈川一日本一沖縄、そしてアジア太平

洋から世界の御万人とともに、核戦争をとめることは

出来る、という平和のネットワークを広げ、精一杯の

共同闘争に取り組んでいきましょう。

（ああただけじ）
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飛行再開したF15載闘畏（嘉手納、 08.01.15、リムピース提供）

●7月22日

嘉手納基地の運用実態を把握するため、嘉手納町基地対策協議会調査部会（大城和子部会長）の目視調査が

22日午前、始まった。同基地滑走路が見渡せる同町屋良の「道の駅かでな」で午前 6時から午後 10時まで、

離着陸回数や機種、騒音、飛行ルートなどを調べる。 22日は午前 11時までに、同基地所属のF15戦闘機や

KC 135空中給油機が飛行。外来機を含む航空機の離着陸は計 60回あった。騒音の最高値はF15が離陸し

た10時13分に99.7デシベル（電車通過時の線路脇に相当）を計測した。大城部会長は「基地の運用がど

のようになっているのか不明な部分が多い。目視調査の結果をデータとして残し、IBJ民全体で基地を考えるきっ

かけにしたい」と話した。

県に入った連絡によると、米海軍のロサンゼルス級原子力潜水艦アッシュヴィル (6、082トン）が22日

午前 10時9分、ホワイトビーチに入港、接岸した。原潜の年間寄港回数は、過去最多だった昨年に並ぶ24

回に達した。 文部科学省の調査によると、放射能の値は平常値と同じだった。アッシュヴィル寄港は 6月

26日以来。目的は明らかにされていない。原潜の寄港回数は、県が 1968年から統計を取っている。今回の

寄港により、復帰後の総計は 302回目となった。

●7月26日

県に入った連絡によると、 26日午前 9時47分、ホワイトピーチに米海軍原子力潜水艦ロサンゼルス級プ

ロヴィデンス (6、082トン）が寄港した。県が統計を取っている過去40年間で、年間最多の 25回に達した。

プロヴィデンスは病人移送を目的に入港、 11分後に出港した。文部科学省の顕査によると、放射能の値は平

常値と同じだった。

●7月27日

普天間飛行場の早期返還と危険性除去を目的に、伊波洋一宜野湾市長は 27日、米国ハワイ州への直訴行動

に出発した。伊波市長は「市民の声を携え、墜落の危険性を一日も早くなくすよう米軍に要請する」と述べた。

出発前に那覇空港で会見した伊波市長は、民間地への米軍機墜落事故を防ぐために日米で合意された飛行ルー

トが守られず、騒音は増加傾向にある現状を説明。米軍自らが事故危険地域に設定した滑走路近くのクリアゾー

ンに約 3600人が生活する矛盾を指摘し、「危険性は極限状態に達している。米軍司令部や連邦議員に、運用

停止による危険性除去を求める」と訪米の意図を述べた。
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●7月29日

宜野湾市によると、普天間飛行場の早期返還や危険性除去を要請するため米国ハワイ州を訪問中の伊波洋一

宜野湾市長は 29日（現地時間 27日）、米太平洋軍総司令部のあるキャンプ・スミスを訪ねた。伊波市長は訪

米前に同司令部司令官のティモシー・J・キーティング海軍大将との面談を断られていたため、同基地のゲー

トで要請書の提出を申請。対応したハインス同司令部渉外官は「米国防総省などを通じ提出してほしい」とし

て受け取りを拒んだ。 04年の訪米で同司令部の戦務支援部長が対応し、要請書を直接手渡せたという伊波市

長の指摘に対し、ハインス渉外官は「現在は正式なルートを通じて受け取ることがルールとなっている」と説

明したという。また。伊波市長はホノルル市のウェイン・ハシロ助役を訪ね、米軍と住民との関係や軍への要

請方法などについて意見交換した。宜野湾市によると、ハシロ助役はホノルル市が年に 4回、騒音など基地か

ら派生する問題について軍と話し合う場を設けていることを説明。海兵隊や陸、海、空軍の四軍すべてが地域

住民との定期会合を開いていることにも触れ、「通常は住宅地上空で飛行訓練は行われない。特別な訓練の場

合は軍から住民へ事前に告知がされる」と述べた。普天間飛行場のクリアゾーン（利用禁止区域）に約 3600

人が生活する宜野湾市の現状を聞き、「ハワイでは危険な地域への住宅の建築を許可することはあり得ない。

日米がどのような協議をしたか分からないが、米本国ならば軍主導で対策を講じる」と米軍の対応の違いに驚

いたという。伊波市長は「米軍が無視したいほどの問題。今後もクリアゾーンに焦点を絞り矛盾を追及する」

と今後も安全基準の面から米側に対して早期返還を求めていく考えを強調した。伊波市長の訪米の効果を疑問

視する市議会野党はこれまで、 3月定例会で市が提案した訪米費用を募る基金条例を否決。 6月定例会でも提

案された一般会計補正予算からも訪米予算を削除し、伊波市長は私費で渡米した。

県議会の野党五会派の代表は 29日午後、在日米国大使館、在日米軍司令部をそれぞれ訪れ、県議会 6月定

例会で可決した名護市辺野古沿岸域への新基地建設に反対する決議を手渡し、同建設計画の撤回を求めた。米

側の担当者は「作戦上沖縄以外への移設は不可能」（司令部）、「海兵隊のグアム移転とパッケージ」（大使館）

などと従来の否定的な姿勢を崩さなかった。

●8月1日

米軍は、米海軍原子力潜水艦ヒューストンが7月にハワイで行った定期検査で水漏れが発覚し、放射性物質

が検出されたと日本側に通報した。ヒューストンは 3月12日午後にホワイトピーチに入港し、 24分間沖合

に停泊。その 10日後、佐世保基地に寄港した。

●8月4日

3日午後、那覇バスターミナル内に米軍のものとみられるマイクロバスが進入し、ターミナル内中央付近に

ある路線バス待機駐車場に 2時間以上無断駐車していたことが4日、目撃者や関係者の話で分かった。同駐車

場は路線パスの関係車両以外は進入禁止エリアになっている。 目撃した沖縄パス会社の乗務員によると 3日

午後5時so分ごろ、同バスの駐車エリアに停車していた米軍車両を発見。白のマイクロバスで車体には「NAVI」
と書かれ、鍵は閉まった状態だったという。車両発見から約 2時間後の午後7時10分ごろ、通行人や警備

員が国際通り方面から米軍車両に戻ってくる米軍関係者 10人を確認。警備員が注意したところ、 Tシャツや

短パンなどの軽装姿でお土産袋を持った米軍関係者は「駐車場と思い間違った。国際通りのエイサー祭りに行っ

ていた」と話したという。

●8月5日

普天間飛行場の危険性除去と、代替施設の建設計画・環境影響評価（アセスメント）について協議するワー

キングチームが 5日夕、防衛省で開かれた。「危険性除去」のワーキングチームで防衛省は、昨年8月に公表
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した場周経路が守られていないという宜野湾市や県の指摘を踏まえ、航空機の飛行ルートを外部に委託して調

査する意向を示した。

伊波洋一宜野湾市長は「場周経路は守られておらず、データがあれば日米で合意されたことを米国に守るよ

う強く申し入れる材料になる。一定の評価はできるが、なぜワーキングチームに宜野湾市を加えないのか疑問

だ。」と話した。

●8月6日

嘉手納基地で6日までに、米空軍のC17大型輸送機7機と E4国家緊急空中指揮機一機の飛来が確認された。

嘉手納町によると、大型輸送機の大挙飛来は「珍しい」という。 E4は、有事の際に米大統領や国防長官が搭乗し、

国家空中運用センターとして、指揮、管制など通信中枢としての機能を果たす。同機やC17の飛来は、プッシュ

大統領が北京五輪開会式に出席することに伴うとみられる。同基地報道部は「太平洋地域における任務支援の

ために飛来した。運用警備上の理由で、到着機数や滞在期間についての情報は提供できない」としている。

●8月7日

佐世保基地での放射能漏れが判明した米原潜「ヒューストン」は、 06年6月から 08年7月までの間、ホ

ワイトピーチと横須賀基地に寄港した際にも微量の放射能漏れを起こしていたことが7日、米側の調査で明ら

かになった。米側によると、漏出した放射能はごく微量で、人体や環境に影響はないという。これまでの文部

科学省による調査でも異常値は検出されていない。米側は、佐世保基地への寄港の際に放射性物質を含む冷却

水が漏れていたことを日本側に通報した 8月1日、「いつから漏れていたのか分からない」としていた。その

後の調査で、 06年6月から 08年7月にホノルルの乾ドックに入った時点までに、冷却水漏れがあったこと

を新たに確認したという。 06年6月以降の「ヒューストン」のホワイトビーチヘの寄港は、07年が3月17日、

3月23日、 12月7~11日、 12月15日、 08年は 3月12日の計9日間。 米側は、寄港日数や米政府

によるコンピューター分析に基づき、この期間に周辺環境へ漏れたと推定される放射性物質の放出量の合計は、

ホワイトビーチで 6.3キロベクレル未満と説明した。

●8月11日

米原子力潜水艦「ヒューストン」が、ホワイトビーチに寄港した際、微量の放射能漏れを起こしていた問題で、

うるま市議会（島袋俊夫議長）は 11日午前、臨時会を開き、関係機関に事故の原因究明と詳細な説明責任を

求める抗議決議と意見書案を全会一致で可決した。

●8月12日

04年8月に米軍の CH53D大型輸送ヘリが墜落、炎上してから 13日で満4年を迎える沖縄国際大学の富

川盛武学長は 12日午前、隣接する米軍普天間飛行場の閉鎖と離発着する米軍機の一切の飛行停止を求める声

明文を発表した。大学上空を飛行する米軍機に抗議の意志を表すため本館屋上に「NOFLY ZONE」（飛行禁止

区域）の文字をペイント、常時表示する。富川学長は、ヘリ墜落後に飛行中止を米軍や国の関係機関に求めた

にもかかわらず、大学の上空を飛行する現状を指摘。「いかなる国際政治論、安全保障論で飛行を正当化しても、

大学の静寂、安寧を脅かし、生命すらも脅かす飛行は認められない」とし同飛行場の閉鎖、返還とともに、米

軍機の飛行停止を求めている。「NOFLY ZONE」のペイントは縦約 8メートル、横約 19メートル。墜落後に

新設された六階建ての本館屋上に塗装された。

同大はこれまで横断幕やアドパルーンによる「NOFLY ZONE」の掲示を期間限定で行ってきたが、常に表示

をするのは初めての取り組み。
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県議会米軍基地関係特別委員会（渡嘉敷喜代子委員長）は 12日、東村高江区周辺の米軍北部訓練場内ヘリ

コプター着陸帯（ヘリバッド）の移設工事に反対している地元団体「ヘリパッドいらない住民の会」を参考人

に招き、意見聴取を行った。会からは安次嶺現達、伊佐真次の両共同代表や専門家ら計6人が出席し、それぞ

れの観点から「ヘリパッドはつくるべきではない」と訴えた。同会から県議会に提出された、ヘリパッドの建

設中止と計画撤回の決議を求める陳情書の審議の一環として行われた。沖縄大学の桜井国俊学長は、那顆防衛

施設局（現沖縄防衛局）が行った環境影響調査について、アセスの方法を示す方法書の段階でヘリパッドの位

置や大きさなどが明示されていないなど、手続き面での数々の不備を指摘し｀「那覇防のやり方は後出しじゃ

んけんであり、環境アセスとして成立していない」と厳しく批判した。

米原子力潜水艦ヒューストンが、うるま市勝連のホワイトピーチに寄港した際、微量の放射能漏れがあった

問題で、知念恒男うるま市長は 12日、嘉手納町の沖縄防衛局を訪ね、原潜の寄港中止、迅速な通報体制の確

立、再発防止などを求め抗議した。県市長会（会長・翁長雄志那覇市長）は 12日、那覇市内で定期総会を開き、

うるま市の知念恒男市長の提案を受け、放射能漏れ事故を起こした米原子力潜水艦「ヒューストン」などの原

潜寄港に反対する抗議決議を行う方針を確認。

●8月13日

米海軍原子力潜水艦コロンプス (6、082トン）が 13日午前、ホワイトピーチに入港、海軍桟橋に接岸した。

同型のヒューストンが約 2年間にわたり原子炉から放射性物質を含む冷却水が漏れていたのが7日に発覚して

以来、県内に初めての寄港だ。原潜の寄港は7月28日以来、今年に入って 27回目で年間最多寄港数を更新。

復帰後305回となった。ヒューストンの放射能漏れ発覚以来、国内では同型のラ・ホヤが佐世保基地に入港

していた。

旧盆迎え日（ウンケー）の 13日、普天間飛行場で軍用機が終日激しく飛行訓練し、市街地に騒音をまき散

らした。この日は04年8月の沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落から満4年。宜野湾市は飛行の即時停止を求め、

米軍に文書で抗議した。市民からは「住民感情を逆なでしている」と反発の声が上がった。 1996年に日米が

合意した騒音防止協定では「慰霊の日など地域社会にとって特別に意義のある日については、訓練飛行を最小

限にするよう配慮する」と規定されている。この日は午前中から KC130空中給油機がごう音を響かせ、午後

からはCH46中型輸送ヘリ、 AH1軽攻撃ヘリが市街地上空を旋回。先祖を迎えるため、多くの家庭で親類が

集う日没後の午後8時すぎまで飛行が続き、団らんをかき乱した。

米軍ヘリ墜落事故から 4年目の 13日、墜落現場の沖縄国際大学では学生たちが、ヘリの激突で焼け焦げた

校舎の壁の写真をプリントした大型シートを、事故後に新築された校舎に掲げた。 シートの大きさは約2メー

トルX3メートル。昨年の同事故 3周年に学内で開催した「ノーフライ・ゾーン・コンサート」の実行委員会

の学生らが、資料写真を使って製作した。シートは一週間掲げる予定。阿波根さんらは 10月の学園祭で同事

故をモチーフにした演劇も計画している。

国が実施を発表していた普天間飛行場の場周経路の実態把握調査について、沖縄防衛局は 13日、調査開始

を今月 28日から 9月3日までの 7日間予定していることを宜野湾市に説明した。伊波洋一宜野湾市長が明ら

かにし、「7日間では飛行場の実態を正確に把握するのに不十分だ」と、長期的な調査を求めた。また、「期間

中に米軍が飛行を自粛すれば、彼らのアリパイづくりに利用されてしまう可能性もある。飛行場の実態を明ら

かにするためには、観測装置を常設した長期間の調査が必要だ」と指摘した。場周経路は04年8月の米海兵

隊の大型輸送ヘリ墜落、炎上した事故を発端に、同飛行場周辺への米軍機墜落を防ぐために日米で合意された

飛行ルート。宜野湾市はこれまで、米軍機の日常的なはみ出し飛行を訴えている。 13日に沖縄防衛局から説

明を受けた同市によると、調査は地上の航空機航跡観測装置で米軍機から発信される信号を受信すると同時に、

GPS（衛星利用測位システム）で衛星から米軍機の位置を把握し、航跡を観測するという。装置は宜野湾市と
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飛行場周辺の市町村への設置を検討している。

●8月14日

大学教授でつくる「いまこそ発想の転換を！実行委員会」は 14日、県庁で記者会見し、作家や弁護士ら 18

人の賛同者名で「沖縄における新基地建設に反対する声明」を発表した。日米両政府が米軍普天間飛行場の移

設策として合意した名護市キャンプ・シュワブ沿岸部への代替施設建設反対を求めている。声明文は首相、外相、

防衛相、沖縄担当相、県知事、米大統領、米国務長官、米国防長官、米大統領選候補者のオパマ、マケイン両

上院議員に送付した。

沖縄対外問題研究会代表の宮里政玄氏は「沖縄の政治は思考停止している。辺野古の基地建設が当然で、振

興策も出来高払いというのは思い違いがある」と批判。 11月の米大統領選や流動化する国内の政局を挙げ、「変

わり目であることに間違いはない。県民の誤った常識を覆し、日米両政府に要請したい」と趣旨を説明した。

会見に参加したのは宮里氏ほか新崎盛暉沖縄大名誉教授、桜井国俊同大学長、佐藤学沖縄国際大教授、我部政

明琉球大教授、星野英一同大教授の 6氏。 6氏以外の賛同者は、東江平之（琉大名誉教授）、大城立裕（作家）、

大城光代（弁護士）、来間泰男（沖国大教授）、照屋寛之（同）、砂川恵伸（元琉大学長）、仲地博（琉大教授）、

比嘉幹郎（政治学者）、新川明（フリージャーナリスト）、三木健（同）、宮里昭也（同）、由井晶子（同）。

●8月18日

県議会米軍基地関係特別委員会（渡嘉敷喜代子委員長）は 18日、辺野古のキャンブ・シュワブ内から、普

天間飛行場の代替施設建設予定地を視察した。軍特委が希望していた東村高江周辺の北部訓練場のヘリコプ

ター着陸帯（ヘリバッド）やキャンプ・ハンセンのレンジ3、4の視察は米軍の許可が下りなかった。

うるま市議会（島袋俊夫議長）は 18日、臨時会を開き、米海軍の原子力潜水艦「コロンプス」が 13日に

同市勝連のホワイトビーチに寄港、接岸した件について、関係機関に寄港反対と寄港の明確な説明責任を求め

る抗議決議、意見書案を全会一致で可決した。

●8月19日

中部市町村会（会長・知念恒男うるま市長）は 19日の定例会で、うるま市のホワイトピーチに寄港した米

原子力潜水艦「ヒューストン」から微塁の放射能漏れが確認された問題について、情報開示の遅れに抗議し、

同ビーチヘの寄港を中止するよう求める抗議決議と要請決議を全会一致で可決した。

O8月21日

ジュゴンネットワーク沖縄事務局長の土田武信さんらは21日、沖縄防衛局を訪れ、名護市のキャンプ・シュ

ワプで進む造成工事や埋蔵文化財調査の検証を目的に、市民3人と 12の市民団体の代表者の立ち入り許可を

要請した。

同局は受理する窓口が決まっておらず調整中として、申請書の受け取りを拒んだ。土田さんらは「粘り強く交

渉したい」と話した。

米軍機の墜落事故を想定した日米合同の図上訓練が21日、米海軍キャンプ・シールズ内の海軍会議室で行

われ、日米の関係機関約 60人が参加した。これまで空軍や海兵隊との訓練は三度実施したが、海軍と行うの

は初めて。図上訓練を基に来年 1月か2月をめどに実動訓練を行う予定。訓練はうるま市のホワイトビーチ内

で米海軍のポート同士が接触事故を起こし負傷者が発生。救助するため同ピーチから離陸した海軍所属のヘリ

コブターが南原漁港周辺に墜落し、搭乗員ほか飛散物で地上の地元住民が負傷、駐車中の車両が損傷したと想

定した。

月刊キャッチピース No. l 56 2008.08.20 l 988年6月18日第三種郵便認可（通巻233号）
19 



／
 

麹
醤
書
な
書

バ
キ
ス
タ
ン
の
行
方

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
完
遂
し
よ
う
と

ブ
ッ
ジ
ュ
の
ア
メ
リ
カ
が

ム
ジ
ャ
ラ
フ
政
権
に
貢
い
だ
金
銭
の
総
額
は
・
・
・
、

と
に
か
く
莫
大
だ
。

ム
ジ
ャ
ラ
フ
弾
劾
の
圧
力
が
強
ま
る
や

ム
ジ
ャ
ラ
フ
は
最
悪
の
死
刑
宣
告
を
恐
れ
て

大
統
領
の
座
を
明
け
渡
し
だ
。

民
主
的
政
治
勢
力
は
双
手
を
挙
げ
て
喜
ん
だ
が
、

そ
の
陰
で
祝
砲
を
放
つ
テ

0
集
団
が
あ
る
と
は

な
ん
と
も
皮
肉
だ
。

編鯛室ガら

◎アフガニスタンで、伊藤和也さんが亡

くなりました。あまりの不条理に言葉が

ありません。志をもっだかけがえのない

ひとりの若者の死に胸が繹みます。

◎貧しい人々を飢餓や病気から救あうと

する草根の援助を否定する政治的イデオ

0ギーにどんな正義があるのでしょう

か。やりきれない憤りを覚えます。

◎宛名ジールに現在のみなさんの振込み

状況を印字しましだ。何か当万の手違い

がありましたら、ご報告ください。

まだ、どうかあ振込みいただけますよ

う。少々、会計が逼迫してまいりましだ。

会計報告
【収 入】

(08.07.23~08.08.22) 
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先月からの繰越

当期の収入

(1)会費収入

①維持団体

②維持個人

③参加団体

④参加個人

⑤通信会員

(2)カンパ収入

(3運動収入

(4瀕金利子・資料収入

出】【支

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0

0

 

'

,

 

2

0

 

1

1

 

187,255 

22,000 
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当期の支出

(1)郵送費

(2)又具・備品

(3)振込手数料等

(4冷担金

(5)0ッカー代

(6)雑費・備品

32.988 

環

0

8

0

0

0

0

 

2

4

0

2

 

9

1

2

7

 

9

,

'

 

6

3

2

 

2
 

高】

4
 
次月への繰越 176.267 
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